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iGHP のミッション

インパクト
政策インパクト	 	 　　	 我が国のグローバルヘルスに直結する研究調査活動

アカデミック・インパクト	 	 インパクトファクターの高い研究を推進

社会的インパクト	 	 	 公開シンポジウム、セミナーやメディアを通した情報発信、
	 	 	 	 　	 政策提言、官民連携などを積極的に推進

国立国際医療研究センター（NCGM）国際医療協力局に設置されたグローバルヘルス政策研究センター
（iGHP）は、次のミッションに基づき、グローバルヘルスのさらなる発展を目指して活動しています。

グローバルヘルス政策におけるエビデンスの構築
iGHP の重要なミッションの一つはグローバルヘルス政策に資する研究の推進及び、国際保健医療協力に関
する研究です。私たちは様々な地域における支援プロジェクトと密接に連携・協力し、これらのプロジェク
トの効果と効率を高めることを目標にしています。また支援プロジェクトから集積される知見の質と量を向
上させ、当該国の保健システムの改善や、それに伴う国際保健活動の改善を推進します。

ヘルスシステムに関する研究、保健医療分野の研究
iGHP は、ヘルスシステムに関する研究、NCGM各部局と連携しNCGM海外拠点を活用した国際保健医療
協力の研究、国内外との研究機関と保健医療分野の共同研究を推進しています。システムイノベーションや
外交の経験・技術を駆使し、国際保健活動の現場における効率的かつ、正確な情報収集と集積の手段を提供
します。また集積した情報・研究結果を活かせる研究デザインに関するコンサルテーションを提供します。

グローバルヘルス政策研究に携わる実践的人材の育成
開発途上国に派遣された専門家が中心となって行うヘルスシステムに関する研究や、開発途上国における保
健医療分野の研究の質を高めつつ、さらなる実践的な研究を推進します。そして、この様な革新的な研究ア
プローチに関連した知見を集積することで、日本の将来のグローバルヘルスリーダー・国際的政策研究人材
の育成に寄与します。

日本へ、そして世界へ向けての政策提言
官学民の研究プラットフォームの確立や、国や自治体、世界へ向けた保健医療政策提言も iGHPの重要なミッ
ションの一つです。国際保健プロジェクトにおける体系的なデータ収集と評価を支える ICTプラットフォー
ムを構築・運用し、情報収集と施策評価のシステムづくりをすることで、諸外国、地方自治体、地域社会、
そして保健医療機関が効率の良い政策やヘルスケアシステムを立案することができます。また ICT プラッ
トフォームや世界に広がる国際ネットワークを活用することで、iGHP のエビデンスに基づくわが国の政策
提言機能の向上にも資することが可能になります。
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研究活動一覧

グローバルヘルス政策研究
• 国連総会結核ハイレベル会議に向けた官民政策インプットのためのプラットフォーム
• G20 に向けたグローバルヘルス外交に関する国際比較研究（日独政府）
• アジア健康構想のための日本の協力戦略強化研究（日本政府）

国内及び海外機関との共同研究・人材育成
• 医療ビッグデータを活用した政策支援（タイ政府、タイ国民医療保障機構（NHSO））
• 日本の保健分野 ODA の拠出分析（ビル＆メリンダ・ゲイツ財団、外務省、国際協力機構（JICA）など）
• 未来のヘルスシステム研究（スウェーデン・SIGHT）
• 難民・移民の健康を支援するデータプラットフォームの構築及び研究（国連パレスチナ難民

救済事業機関（UNRWA））
• 感染症や生活習慣病および保健医療システムに関するデータベースの構築と活用
• 診療レジストリ研究（台湾）
• 抗菌剤耐性政策研究（香港大学、NCGM-AMR リファレンスセンター）
• 研究支援セミナーや実践ワークショップの開催

NCGM内の連携強化
• 医療技術等国際展開推進事業の評価支援
• ASEAN の相互承認制度に関する研究
• 移住と結核研究（NCGM 呼吸器内科、国際診療部）
• 実務者向けセミナーの開催
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主要研究概要
日本の保健分野のODAを可視化した
データプラットフォームの構築
当センターはビル&メリンダ・ゲイツ財団の助成の下、外務
省や JICA よりデータ提供の協力をいただき、日本の政府開発
援助 (ODA) の保健分野の資金の流れや貢献を日本で初めて可
視化したデータプラットフォーム「Japan	Tracker」を構築し
ました。本データプラットフォームでは、過去 5年間の保健
分野ODA資金が、どの地域に、どのような保健詳細分野に、
そしてどの程度支出されているのかを定量的にたどることが可
能です。2018 年月 9日に開催されたビル・ゲイツ氏来日会合
( 会場：衆議院議員会館 ) にて、ビル・ゲイツ氏をはじめとす
るビル&メリンダ・ゲイツ財団や、国会議員の方々に向けて、
iGHP の渋谷センター長が「Japan	Tracker」を紹介しました。
ODAの拠出動向をデータから読み解き、日本の国際保健戦略
の検討に資するものとして、会場で注目を集めました。

シンクタンク機能としての専門家会合と政策研究
感染症で世界第一位の死因となっている結核が 2018 年 9月に初めて国際連合総会（以下、UNGA）ハイレベル会合
の議題として取り上げられ、日本が共同ファシリテーターを務めました。本会合の準備プロセスを含め日本が効果的
かつ戦略的に進められるよう、iGHP は東京大学国際保健政策学教室 (GHP) と共同で、国内の幅広い関係者から知見
や情報を収集し、日本代表団へ有益な情報提供ができるよう取り組ました。	その活動の一環として、有識者会合及び
公開セミナーを 2018 年 4月と 5月にかけて開催しました。セミナーでは、官民連携における研究・開発やイノベー
ションの促進をはじめ画期的なグッドプラクティスや新薬承認プロセスの簡素化の課題、またUNGAハイレベル会
合で各国首脳からの結核終息へのコミットメントの期待に関して多くの意見が交わされました。当日収集した意見等
は iGHP と GHPでまとめ、日本政府へ参考意見として提出しました。また、今回得られた知見等を含めて世界の結
核対策の現状分析を行い、国際学術誌で発表しました。

タイ国民医療保障機構 (NHSO) とのビッグデータ活用研究	 	 	

2017 年に JICA 技術協力プロジェクト「グローバルヘルスとユニバーサルヘルスカバレッジ (UHC) のためのパート
ナーシッププロジェクト」からタイ国民医療保障機構（以下、NHSO）と当センターの間で共同研究チームが発足し
ました。この研究関係をさらに促進させるため、両機関は2018年 6月に包括研究協定（MOU）を締結しました。現在、
タイの糖尿病および喘息患者の医療データを使用した政策研究を進めています。今後とも両機関は医療政策研究を推
進し、両国および世界へ向けて新たな知見を発信していく予定です。

難民・移民の健康を支援するデータプラットフォームの構築及び研究
国際連合パレスチナ難民救済事業機関（UNRWA）と協働し、難民を対象とした健康支援データプラットフォームの基盤
構築を進めています。さらには、モバイル端末からのコミュニケーションツールを活用し、本人と医療従事者双方のコミュ
ニケーションが促進されるシステム構築と実装に向けて取り組んでいます。一連の開発により、さらに効果的な医療サー
ビスの提供と、難民一人一人が自らの健康状態を把握し、自発的に健康管理が促進できるシステム作りに取り組んでいます。
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ワークショップ・セミナー

2018.09.27-28

システマティックレビュー＆
メタアナリシス・ワークショップ
iGHP/ 東京大学国際保健政策学教室	共催
講師：University	of	Southern	Queensland	教授
　　　Shahjahan	Khan 氏
　　　東京大学大学院医学系研究科	国際保健政策学教室	特任助教　
　　　Mizanur	Rahman 氏

2018.12.03-05

グローバル・ヘルス・
ディプロマシー・ワークショップ
東京大学国際保健政策学教室 /
iGHP 及びグローバルヘルス人材戦略センター、NCGM	共催
リソースパーソン所属機関：タイ保健省 /タイ外務省 /タイ	マヒドン大学 /
	 	 	 	中国	北京大学 /厚生労働省 /JICA

ワークショップ

iGHPセミナー　

2018.05.10

効果的な国連総会結核ハイレベル会合に向けて
共催：iGHP / 東京大学医学系大学院国際保健政策学教室
講演者：鷲見学氏　外務省国際保健政策室室長 / 江副聡氏　国際連合日本政府代表部参事官 /
　　　　森亨氏　 ストップ結核パートナーシップ日本代表理事 / 山梨啓友氏　国境なき医師団医師 /
　　　　川崎昌則氏　大塚製薬株式会社 医薬品事業部抗結核プロジェクト次長 /
　　　　鹿角契氏　グローバルヘルス技術振興基金（GHIT）投資戦略兼ガバメント・リレーションズ　シニアディレクター

2018.07.30
ヘルス ICT 先進国・台湾の苦悩〜法と制度の狭間から〜 
講演者：藤田卓仙　iGHP 特任研究員 / Hsing-An Chen 氏　輔仁大学法律学部 /
　　　　Tzu-Hsuen Yuan 氏　国立台湾大学公共衛生学院職業医学與工業衛生研究所 /
　　　　Raymond N. Kuo 氏　国立台湾大学公共衛生学院健康政策與管理研究所

2018.09.15 Google のヘルス革命、〜クラウドと AI の活用とその課題〜
講演者：Arie Meir 氏　グーグル社クラウド部プロダクトマネージャー

2018.10.05
高齢社会を支える訪問看護事業の将来展望 
〜各国の Home-based Care の現況と日本からの挑戦〜
講演者：山本遼太郎氏　ソフィアメディ株式会社代表取締役

2018.10.22
医師なし自動診断時代の幕開け？ 〜革新的な医療用 AI 装置と今後の可能性〜
講演者：Michael Abramoff 氏　IDx 創業者兼 CEO / 大上二三雄 氏　株式会社トプコンアイケア事業 /
　　　　宇佐美佐見潮 氏　アマゾンウェブサービスジャパン株式会社 パブリックセクター統括本部長

2018.12.12

ICT の変革が実現するヘルスケア・新時代
〜 2025 年大阪万博：世界に向けて発信すべきライフイノベーション、未来社会の姿とは何か？〜
主催：殿町リサーチコンプレックス推進プログラム
協力：世界経済会議　第四次産業革命センター　日本支部 /iGHP 
講演者：Madis Tiik 氏　タリン工科大学 / 船橋俊一氏　株式会社大林組大阪支店建築事業部プロジェクト推進第一部部長
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iGHP は、ジュネーブ国際開発大学院グ
ローバルヘルス・センター（GI/GHC）
及びベルリン日独センター（JDZB) と
の共催により、第 2回日独グローバル
ヘルス会議を開催しました。本会議は、
2017 年 G20 ハンブルグサミットで取
り上げられたグローバルヘルスの話題
をレビューし G20 を構成する新興ド
ナー国によるG20 サミットへの期待を
明らかにすること、そして日独がその実
現プロセスをサポートする方法などに
ついて議論することを目的にしました。
	

第 2回	日独グローバルヘルス会議：
グローバルヘルスにおけるドイツと日本の役割
〜G20ハンブルグからG20大阪へ〜

第1部では、日本とドイツ政府から外交と保健の担当官（Mr.	Tobias	Bergner,	
Federal	Foreign	Office,	Germany；池田千絵子、厚生労働省総括審議官	国際
保健担当；紀谷昌彦、外務省	中東アフリカ局アフリカ部・国際協力局参事官、
TICAD担当大使）らを迎え、G	20ハンブルグ・サミットと保健大臣会合のレビュー
及び今後の課題についてパネルディスカッションを行いました。第2部では、香
港、韓国、インドネシア、アルゼンチンの演者が登壇しグローバルヘルスにおけ
る新興経済国の役割を発表しました。ここでは、UHCと栄養問題を関連付けるマ
ルチセクターシステム、高齢化社会や移民の健康等の保健課題について機能でき
る能力を結び付けるメカニズムの創設等、各国が抱える課題や提言などについて
発言がありました。	第 3部は、「G	20大阪サミットへ向けて健康を政治的優先課
題にするために～日本とドイツが協働できることとは？～」と題し、武見敬三参
議院議員らによるスピーチセッションが展開されました。フロアーからは、日独
がデリバリーメカニズム、累進課税及び累進保険料の革新に苦しむ国々を援助す
る必要性等、様々な意見が活発に寄せられました。最後に、本会議で座長を勤め
た Ilona	Kickbusch 教授より、2030年より前にUHCが達成されるよう、日独が
各地域毎に１か国を対象に協力して援助する提案などが示唆されました。

2018.09.06

特別講演・シンポジウム
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UHC	Day	2018 年記念イベント：
「誰も取り残されない医療」を目指して

2018.12.04

世界では 2030 年までにユニバーサル・ヘルス・カバレッジ（UHC）、「全
ての人が適切な予防、治療、リハビリ等の保健医療サービスを、必要な
時に支払い可能な費用で受けられる状態」すなわち「誰も取り残されな
い医療」の達成が大きな目標として掲げられています。そのUHCを記念
して国際連合が定めた 12月 12 日の国際UHCデーを日本からも推進す
るため、iGHPは他機関と共同で記念イベントを 2018 年 12月に開催し、
100名以上の方にご来場いただきました。	

本イベントではタイのDr.	Suwit	Wibulpolprasert	（Vice	Chair,	International	
Health	Policy	Program	Foundation）をはじめとするグローバルヘルスで活
躍する専門家をお招きしました。パネルディスカッションでは、「誰も取り
残されない医療」の現在、そして経済状況や人種、居住地域などによらず、
誰もが公平な医療を受けられ健康格差のない社会を目指す将来像について
議論が交わされました。

Dr.	Suwit	は低所得国のタイがいかにプライマリーヘルスケアに焦点を当
ててUHCを達成できたのか、その成功の要因と道のりを解説。また、「健
康」は保健医療分野だけの問題ではなく、人々の生活と幸福に関係する
ものである点や、UHCはインクルーシブに取り組む必要があると強調さ
れました。また、中国や日本からの他のスピーカーからは、各国の政策
レベルの話だけでなく地域医療や臨床の現場で必要とされている変化や、
社会として一人一人の意識が変わる必要性があることなどが語られ、「誰
も取り残されない医療」を実現するための鍵についても言及されました。
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